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  三和区の人口 男2,625人(-4人）女2,695人(+2人）合計5,320人(－2人）世帯数1,893(±0）※令和３年8月末現在（ ）は先月との比較                                      

2021.9.25 三和区だより① 

≪宮崎新田市有地内水質検査の結果について≫ ▲担当：税・市民生活班 

▲担当：税・市民生活班 ≪不法投棄・野焼きは犯罪です！≫ 

庭木の剪定枝の出し方（指定袋や指定シールは不要です） 

 市では宮崎新田市有地（産業廃棄物処理場跡地）の場内と その下流部において、定期的に水質 

検査を実施しています。 

 今年度１回目の検査を７月26日に実施しました。検査の結果、いずれの項目も異常ありませんでした。 

◆ 詳細については市のホームページをご覧ください。 

   総合案内トップページ＞よく見られるページ＞組織でさがす＞自治・市民環境部＞生活環境課＞ 

   お知らせ＞三和区宮崎新田市有地内の産業廃棄物の撤去状況＞上越市三和区宮崎新田市有地 

    水質検査結果 （平成30年度以降の検査結果をご覧いただけます。） 

無料 

① 燃やせるごみの集積所に出す場合（生木・枯れ木ともに収集対象です） 
    長さ50㎝以下、直径30㎝以下にして、ひもで束ね「燃やせるごみ」として集積所へ出してください。なお、 

  縛ることができない小枝は、透明か半透明の袋に入れて、袋に「枝木」と書いて出してください（木の枝 

  １本あたりの直径は15㎝以下）。 

  ※囲い等で使用した木・竹・材木やベニヤ板などの資材、野菜の茎や草花は、指定袋や指定シールが必要です。 

 

 

 

 

  

    

落ち葉の出し方（指定袋や指定シールは不要です） 

① 燃やせるごみの集積所に出す場合 
   透明か半透明の袋に入れ、その袋に「落ち葉」と書いて出してください。 

② クリーンセンターへ直接搬入する場合 
   クリーンセンターへ持ち込む場合も無料です。 

 

 農道や林道沿いに、多くの空き缶やペットボトルなどのごみが捨てられています。 

 「不法投棄」に対する罰則は厳しく定められており、５年以下の懲役又は1,000万円（法人は３億

円）以下の罰金又はその両方が科せられます。 

 また、ごみや落ち葉、剪定した枝等を燃やす「野焼き」も、煙や臭いが家の中に入るなど、近隣周辺の

生活環境や健康に悪影響を及ぼすことから、原則禁止とされています。不法投棄や野焼きは絶対

にしないでください。 落ち葉と剪定枝は無料で処分できます。 

無料 

② クリーンセンターへ直接搬入する場合 
   搬入できる大きさは、長さ３ｍ以下、直径20㎝以下です。 

 



  この運動は、高齢化社会の進展に伴い、高齢者が被害者となる交通事故や高齢者が運転する 

事故の割合が増加傾向にあることから、これらの事故が多発するこの時期に、事故防止を図ることを

目的に実施します。また、毎月10日は「交通安全家庭の日」です。家族みんなが交通事故に遭わない、 

交通事故を起こさないために、交通

安全の取組について、家庭内でどの

ようなことができるか話し合いましょ

う。  

◇ 三和区だよりは、上越市ホームページ上でカラーでご覧になれます。 

 問合せは、総合事務所の各担当班へお願いします。（☎ 025-532-2323） 

2021.9.25 三和区だより② 

▲担当：地域振興班 

▲担当：福祉班 

≪ 三和まなびの会 講演会 
 「あれから10年 東日本大震災に学ぶ」を開催します ≫ 

▲担当：総務班 

▲担当：総務班 

 三和まなびの会が主催する、講演会『あれから10年東日本大震災に学ぶ』を開催します。 

 感染予防のため、申込人数が定員50名になり次第、受付終了となりますので、参加を希望さ

れる方は早めにお申込みください。 

▼ 日 時 令和３年10月24日（日） 

      午後２時～午後４時 

▼ 会 場  三和コミュニティプラザ ３階多目的ホール 

▼ 参加費 無料 

▼ 申込先 岡本とり子（電話・FAX 025-532-3238） 

≪講師≫ 豊島 富美志 様 

宮城県石巻市在住。 漁師。 

東日本大震災を受け、石巻市牡鹿半島

にある東浜地区の災害対策本部長とし

て尽力。震災発生当日から約１年に及ぶ

手記を出版。 

≪定例行政相談所の開設について≫ 

≪高齢者交通事故防止運動について≫ 

  期    間   10月1日（金）から10月31日（日） まで 

  スローガン   『ひろげよう 長寿社会へ 無事故の輪』 

  運動の重点 

   ▼ 高齢運転者の交通事故防止 

    ▼ 道路横断時の安全確認と夜光反射材の積極的な活用 

    ▼ 早目のライト点灯とこまめな切り替え 

  国の行政機関や特殊法人などが行う業務に対し、意見や要望・苦情がありましたら行政相談をご利

用ください。相談は無料で秘密は厳守されます。事前申込みは不要で、当日会場にお越しください。 

▼ 日 時  奇数月の第４木曜日の午後１時30分～3時30分 

▼ 会 場  三和地区公民館 １階会議室Ａ 

▼ 三和区の行政相談委員  清水れい子さん 

【行政相談週間について】 

国では制度普及のため、毎年10月に行政相談週間として、相談所を 

≪第1回三和ふれあい食堂の開催延期について≫  

 三和ふれあい食堂運営委員会が10月４日に予定した「第1回三和ふれあい食堂」は、市内での

新型コロナウイルスの感染拡大により、安全に開催することができないと判断したため延期

します。開催日時は、改めてご案内します。 

開設していますが、今年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため開設しません。 

10月にご相談のある方は、三和区総合事務所・総務班（電話：025-532-2323）にご連絡ください。 

追って、行政相談員からご連絡させていただきます。 


